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▲改築が予定されている亀嵩小学校

二
、
幼
稚
園
及
び
保
育
所
に
お
け
る

　
　
　
幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

奥出雲町内の児童・生徒数の推移

幼稚園

小学校

中学校

計

平成元年 平成20年 平成30年（推計）

411

1,422

797

2,630

162

787

480

1,429

128

489

276

893

（単位：人）

深
い
結
び
つ
き
を
も
ち
、
学
校
そ

の
も
の
は
ま
ち
づ
く
り
や
防
災
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
役
割
を
考
慮
し
、

学
校
別
に
、
個
々
の
事
例
ご
と
に

具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
、
今
後

の
学
校
の
あ
り
方
、
統
廃
合
時
に

お
け
る
跡
地
利
用
も
含
め
て
、
関

係
者
等
の
理
解
を
得
て
統
廃
合
の

対
象
校
の
再
配
置
、
具
現
化
に
向

け
た
実
施
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
児
童
・
生
徒
数
の
推
移

　
本
町
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移

を
見
る
と
、
平
成
元
年
に
幼
稚
園

児
が
四
一
一
人
、
小
学
生
が
一
、

四
二
二
人
、
中
学
生
が
七
九
七
人

在
籍
し
て
い
た
が
、
二
十
年
後
の

平
成
二
十
年
度
に
は
、
幼
稚
園
児

は
一
六
二
人
︵
六
一
％
減
︶
、
小

学
生
は
七
八
七
人
︵
四
四
％
減
︶
、

中
学
生
は
四
八
〇
人
︵
四
〇
％
減
︶

と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
十
年
後
に
は
、
幼
稚
園

児
が
一
二
八
人
、
小
学
生
が
四
八

九
人
、
中
学
生
が
二
七
六
人
に
激

減
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
少
子

化
と
学
校
の
小
規
模
化
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

③
複
式
学
級
に
つ
い
て

　
児
童
数
が
少
な
く
、
一
つ
の
学

年
だ
け
で
学
級
を
編
制
で
き
な
い

場
合
、
国
の
基
準
で
は
、
ニ
学
年

︵
引
き
続
く
二
つ
の
学
年
で
十
六

名
以
下
︶
を
合
わ
せ
て
複
式
学
級

を
編
制
し
て
い
る
。

　
現
在
、
町
内
の
十
一
の
小
学
校

中
五
校
に
複
式
学
級
が
あ
り
、
平

成
二
十
六
年
に
は
八
校
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
複
式
学
級
な
ら
で
は
の
良
さ
が

あ
る
も
の
の
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
大

き
い
。

　
例
え
ば
、
下
学
年
が
上
学
年
の

内
容
を
学
習
す
る
場
合
は
、
内
容

の
理
解
度
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。

複
式
学
級
が
増
加
す
る
と
教
職
員

の
配
置
数
も
減
り
、
専
門
教
師
の

確
保
に
も
困
難
を
き
た
し
、
教
師

の
勤
務
も
通
常
の
勤
務
以
上
の
負

担
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
全
校
児
童
数
が
十
五
名

以
下
に
な
る
と
、
教
員
の
配
置
基

準
に
よ
り
、
教
員
数
が
さ
ら
に
減

少
し
、
教
頭
が
学
級
担
任
を
す
る

か
、
教
頭
無
配
置
校
と
な
り
、
学

校
の
管
理
運
営
が
厳
し
く
な
り
、

ひ
い
て
は
教
育
水
準
の
低
下
に
も

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
一
方
、
教
科
指
導
に
つ
い
て
は
、

個
人
指
導
が
徹
底
す
る
利
点
は
あ

る
も
の
の
、
多
様
な
意
見
を
述
べ

た
り
、
討
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

思
考
の
拡
大
、
多
様
な
価
値
観
を

育
む
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
人
数

に
よ
る
学
習
で
は
限
界
が
あ
る
。

　
少
人
数
学
級
、
と
り
わ
け
﹁
一

人
学
級
﹂
、
﹁
一
人
学
年
﹂
と
い

っ
た
極
小
規
模
の
学
校
で
は
、
男

女
比
率
の
偏
り
や
異
性
の
い
な
い

学
級
が
生
じ
、
心
身
の
発
達
に
望

ま
し
い
教
育
環
境
を
保
障
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

④
課
外
活
動
に
つ
い
て

　
現
在
、
町
内
に
は
様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
あ
り
、
児
童
に
よ

る
活
気
あ
ふ
れ
る
活
動
は
、
大
き

な
教
育
的
意
義
が
あ
る
。

　
一
定
以
上
の
規
模
の
学
校
で
は

活
動
の
選
択
肢
も
多
く
、
児
童
が

主
体
的
・
意
欲
的
に
活
動
で
き

る
場
と
な
る
が
、
児
童
数
の
減

少
に
と
も
な
い
、
選
択
肢
も
限

ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
状
で
は
学
校
単
独

で
の
チ
ー
ム
編
成
が
難
し
く
、

複
数
の
学
校
の
児
童
に
よ
り
チ

ー
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
る
が
、

学
校
間
の
行
事
の
調
整
や
練
習

時
間
な
ど
様
々
な
制
約
が
あ
る

中
で
の
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
校
舎
等
の
現
状
に
つ
い
て

　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
は
学

校
運
営
の
基
本
で
あ
り
、
老
朽

化
し
た
学
校
施
設
の
整
備
が
求
め

ら
れ
る
。

　
平
成
二
十
六
年
に
は
、
四
校
の

五
棟
が
五
十
年
以
上
と
な
り
、
電

気
配
線
等
の
老
朽
化
が
進
み
、
危

険
度
が
増
大
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
幼
・
小
・
中
学
校
二
十

二
校
中
十
一
校
の
二
十
三
棟
が
、

昭
和
五
十
六
年
以
前
の
旧
耐
震
基

準
で
設
計
施
工
さ
れ
、
う
ち
十
七

棟
は
何
ら
か
の
補
強
工
事
が
必
要

で
あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
順

次
改
修
・
補
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
現
状
の
ま
ま
学
校
施
設
の

整
備
を
行
う
こ
と
が
妥
当
か
、
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

答
申
答
申

⑴
幼
稚
園
・
保
育
所

　
　
　
　
　

　
幼
保
一
体
的
な
運
営

⑵
極
め
て
園
児
が
少
な
い
園

　
　
　
　
　

　
統
廃
合
を
検
討

　
今
後
の
保
育
所
や
幼
稚
園
等
の

運
営
は
、
乳
幼
児
の
生
活
や
発
達
・

学
び
の
連
続
性
を
大
切
に
し
、
幼

稚
園
・
保
育
所
の
一
体
的
な
運
営

に
よ
る
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
極
め
て
園

児
が
少
な
い
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

そ
の
存
続
の
あ
り
方
を
探
る
と
と

も
に
、
よ
り
望
ま
し
い
形
で
の
統

廃
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

総
論
総
論

①
乳
幼
児
期
の
保
育
・
教
育

　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題

　
乳
幼
児
期
の
教
育
は
、
生
涯
に

わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う

重
要
な
時
期
で
あ
る
。

　
同
時
に
子
育
て
世
代
の
親
た
ち

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
と
共
に

地
域
で
暮
ら
す
こ
と
の
喜
び
と
充

実
を
味
わ
え
る
よ
う
条
件
整
備
し

て
い
く
こ
と
は
、
子
ど
も
の
発
達

に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
少
子
化
に
対
す
る
根

本
的
な
施
策
で
あ
る
。

　
〇
歳
児
か
ら
五
歳
児
ま
で
の
乳

幼
児
数
は
、
十
年
前
の
平
成
十
一

年
度
八
四
三
人
か
ら
平
成
二
十
年

度
に
は
、
五
七
三
人
︵
三
二
％
減
︶

と
な
り
、
今
後
も
減
少
す
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
就
労
形
態
の
多
様
化
、

核
家
族
の
増
加
な
ど
、
都
市
化

の
形
態
が
現
れ
始
め
て
い
る
。

②
幼
稚
園
に
お
い
て
は

　
町
内
九
園
の
う
ち
同
年
齢
同

一
学
級
編
制
の
園
は
一
園
の
み
で
、

他
の
園
は
異
年
齢
混
合
学
級
で

あ
る
。

　
異
年
齢
の
中
で
の
つ
な
が
り

や
育
ち
は
大
切
で
は
あ
る
が
、

同
年
齢
学
級
の
仲
間
と
し
て
共

通
の
目
的
を
見
出
し
、
協
力
し

な
が
ら
実
現
す
る
喜
び
を
味
わ

う
こ
と
な
ど
に
困
難
な
面
が
あ
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
幼
稚
園
の
就

園
児
数
は
減
少
し
て
い
く
も
の

と
予
想
さ
れ
、
集
団
が
形
成
さ
れ

に
く
く
、
十
分
な
教
育
効
果
が
発

揮
で
き
な
い
状
況
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
の
一
日
の
教
育

時
間
は
四
時
間
を
標
準
と
し
て
い

る
。

　
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
や
親
の

要
望
に
よ
り
、
教
育
時
間
の
終
了

後
や
夏
休
み
等
に｢

預
か
り
保
育｣

を
実
施
し
て
い
る
が
、
園
に
よ
り

利
用
者
数
等
に
偏
り
が
み
ら
れ
、

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
も

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

③
保
育
所
に
お
い
て
は

　
少
子
化
と
は
い
え
、
毎
年
入
所

児
は
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
近
年
、
保
護
者
の
産
休
・

育
休
明
け
の
早
期
職
場
復
帰
に
よ

り
、
乳
児
の
年
度
中
途
入
所
が
極

め
て
多
く
な
っ
た
こ
と
も
背
景
に

あ
る
。

　
加
え
て
、
〇
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
の
一
貫
し
た
﹁
養
護
﹂
と
﹁
教

育
﹂
の
保
育
を
願
う
と
と
も
に
、

安
心
し
て
働
き
た
い
と
い
う
保
護

者
の
願
い
か
ら
三
歳
以
上
の
入
所

児
数
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、﹁
保
育

時
間
の
延
長
﹂
、﹁
病
児
・
病
後
児

保
育
﹂
、﹁
発
達
支
援
の
必
要
な
子

ど
も
へ
の
保
育
﹂
、﹁
休
日
保
育
﹂

な
ど
保
護
者
へ
の
多
様
な
子
育

て
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
教
育
委
員
会
並
び
に
町
で
は
、

こ
の
答
申
を
尊
重
し
、
ふ
る
さ
と

奥
出
雲
の
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
が
、
心
豊
か
で
、
た
く
ま
し
く

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
今
後
も
長
期
的

な
視
野
に
立
ち
、
関
係
機
関
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
検
討
・
協
議
を
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。

冬の思い出




三井野原でスキー教室
冬の思い出




三井野原でスキー教室

　今年も、町内の小学校では、１月中旬から２

月上旬にかけて、スキー教室が行われました。

　児童たちは、スキーのレベルに合わせて、三

井野原スキー学校の講師から、道具の使い方や

滑り方、マナーなどの指導を受けました。

　教室が終わる頃にはスキーにも慣れ、友達と

一緒に気持ちよさそうに、銀世界を楽しんでい

ました。

　児童たちは、口々に「すごく楽しい！もっと滑

りたい」など話し、ゲレンデは子供たちの元気

な声が響きわたっていました。


